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■野鳥を見に行きませんか。

■どうして混ぜるの？
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海底散歩 嗣圃漏鬮－
1． 自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

1 ． きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

1 ．礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちをつくりましょう。

1．元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

1.思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。

(東小学校）
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ｌ
最
初
に
野
烏
に
興
味
を
持
っ
た
い
き

さ
つ
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

矢
吹
探
烏
会
に
参
加
し
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
ね
。
そ
の
時
に
見
た
こ
と
の

な
い
よ
う
な
野
鳥
に
出
会
っ
た
こ
と
が

印
象
に
残
っ
て
い
て
、
以
来
二
○
年
以

上
も
野
鳥
と
つ
き
あ
っ
て
い
ま
す
。

野
球
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
と
違
っ
て

一
人
で
も
好
き
な
時
間
に
で
き
る
と
こ

ろ
が
趣
味
と
し
て
は
い
い
で
す
ね
。

菊
地
も
と
も
と
写
真
は
好
き
だ
っ
た

の
で
す
が
、
野
鳥
を
写
す
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
は
ま
だ
五
、
六
年
で
す
。
野
鳥

に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ

を
撮
り
始
め
て
か
ら
で
、
大
空
を
自
由

に
飛
ぶ
姿
と
、
自
然
の
中
に
溶
け
込
ん

で
い
る
そ
の
生
き
方
に
魅
せ
ら
れ
ま
し

た
ね
。そ
の
後
い
ろ
い
ろ
な
野
鳥
の
写
真
を

撮
り
続
け
て
い
ま
す
が
、
今
は
カ
ワ
ガ

ラ
ス
に
夢
中
で
す
。

ｌ
野
鳥
観
察
の
楽
し
さ
は
ど
ん
な
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
か
・

矢
吹
日
立
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
、
秋

に
な
る
と
必
ず
飛
ん
で
く
る
鳥
が
い
て

だ
れ
に
聞
い
て
も
分
か
ら
ず
、
調
べ
て

見
た
ら
ビ
ン
ズ
イ
だ
っ
た
と
い
う
経
験

が
あ
り
ま
し
た
。
野
鳥
観
察
の
楽
し
さ

の
一
つ
に
識
別
す
る
と
い
う
知
的
な
喜

び
を
味
わ
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
ね

そ
れ
か
ら
、
ツ
バ
メ
が
く
れ
ば
春
の

訪
れ
を
感
じ
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
来
た
と

い
え
ば
冬
を
感
じ
る
よ
う
に
、
野
鳥
は

季
節
感
を
与
え
て
く
れ
る
の
が
い
い
で

す
ね
。

菊
地
野
鳥
の
撮
影
の
た
め
に
は
、
撮

ろ
う
と
す
る
野
鳥
の
生
態
を
調
べ
て
か

ら
行
き
ま
す
が
、
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
向

こ
う
で
は
、
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
行

動
を
す
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
な
か
な

か
思
う
よ
う
に
撮
れ
な
い
と
こ
ろ
も
魅

力
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

ま
た
、
野
鳥
を
待
っ
て
い
る
の
に
目

の
前
に
突
然
キ
ツ
ネ
が
飛
び
出
し
て
く

る
こ
と
も
あ
り
、
自
然
の
営
み
を
感
じ

る
こ
と
も
で
き
て
楽
し
い
で
す
。

ｌ
海
や
山
に
囲
ま
れ
た
高
萩
の
地
形
か

ら
、
生
息
す
る
野
鳥
の
特
性
と
い
う
の

は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

矢
吹
県
内
で
年
間
を
と
お
し
て
普
通

に
見
ら
れ
る
野
鳥
は
約
二
五
○
種
で
す

が
、
高
萩
で
は
こ
の
う
ち
の
約
一
五
○

矢吹勉さん（石滝）

日本野鳥の会茨城県支部役員。
、-卿轤ゞIf－ …

隔月で蕊行している支部報『ひ
、凝謬
．;:鶏． ‘ 、

ばり』寺'の編集に10年以上も携
:鍵.

わづています。現在でも毎日の
： : ”

ように花貫川河口付近での観察
' ';浩幸''

を続け〈=その時々の野鳥を記し

た貴重な記録を作っています。

~

びたいと願い、何度も侭震も失敗を繰り返し

鞄が会では､鶏の速さ蕊でも鐙えて遠くに飛
銘: :： ､ ． " ;･;.; ､ ､ ､ ‐ ､:､ ､ : ､ ：:､

が新いいものを手に入れ悉鋸ぴに､だんだん
)I. ‘ 、： ､ ． 、署灘汽溌:．．､： ,

でいきました。 ■由 ■Jﾐﾐ ﾆ.｡ ＃
， ． ； 、

したとき、人がまだ罵の伸間であったころの

とができるような気がじます。

罵たちのうたが聴こえる』に、写真と文を投
じ

こさんと矢吹勉さんに野農の魅力を語ってい

≦J火は昔、鳥のように大空を飛
. 湾､ .

鞍がら飛行機を作りましだが篭
､ :"‐瀞､" ~鴬､､：

慰み(うIこなりました｡iでも無泳
､鍛醗-. .. -.;: " - . . . ､ ､蕊: ;鑑' ･篭;蕊灘.j

を篤の世界がら運い存在に裁;さ
： ；、 、

■Ⅱ鳥たちの語らいやその姿に嬢

心に、いくらかでも近づけるこ

1今月号では市報裏表紙の『小
び：ろ

稿していただいている菊塘一穴

ただきました。
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卦
君田中学校

一~～の
愛鳥活動一ア

昨年まで愛鳥モデル校として指定を

受けた君田中学校。今年も全校生徒

が参加して愛鳥活動を進めています。

活動の中心となる愛鳥班班長の稲見

喜信さん（3年）は「定期的な観察

会のほか、愛鳥ポストを作って日常

的な観察活動も行っています。野鳥

の住む君田の自然を大切にしたいで

すね」と話していました。

見
に
行

J ? 松岡地区公民館

ｼF乞乞式で 〆‘
ﾛﾖﾐバードウォッチング教室

一三芋~11月5日(日）

種
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
萩
の
地
形
は
、
海
や
山
、
川
が
あ

り
、
大
き
な
湖
は
な
い
も
の
の
ダ
ム
が

あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
野
鳥
が
住
む
環
境

が
整
っ
て
い
ま
す
。

花
貫
ダ
ム
で
は
オ
シ
ド
リ
や
カ
ル
ガ

モ
、
高
戸
海
岸
で
は
ウ
ミ
ウ
や
ハ
ヤ
ブ

サ
、
カ
モ
メ
類
、
花
貫
川
や
関
根
川
で

は
カ
ワ
セ
ミ
や
コ
サ
ギ
、
ア
オ
サ
ギ
、

森
林
公
園
で
は
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
な
ど
を

よ
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ｌ
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
野
鳥
を
観
察
し

よ
う
と
い
う
み
な
さ
ん
に
対
し
て
、
ア

ド
バ
イ
ス
は
あ
り
ま
す
か
。

矢
吹
ま
ず
は
探
烏
会
に
参
加
す
る
こ

と
を
勧
め
た
い
で
す
ね
。
野
鳥
の
識
別

だ
け
な
ら
あ
る
程
度
図
鑑
を
利
用
し
て

も
で
き
ま
す
が
、
鳴
き
声
か
ら
識
別
す

この教室には約20人が参加し、瓜連
ことく

町の古徳沼でたくさんのカモ類を観

察しました。ここはオオハクチヨウ

の飛来地として有名ですが、当日は

まだ時期が早く出会えませんでした。

ま
せ
ん
か
。

る
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
探
烏
会

で
は
、
野
鳥
の
識
別
の
ほ
か
、
そ
の
生

態
も
含
め
て
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
え

る
の
で
楽
し
い
で
す
よ
。

き
ゅ
う

菊
地
探
烏
会
の
ほ
か
に
家
の
庭
に
給

じ
だ
い

餌
台
を
置
い
て
日
常
的
に
観
察
す
る
の

も
い
い
で
す
ね
。
Ｈ
ご
ろ
身
近
に
い
て

〃
い
‐
、
１
．雛

1,、

蒻"し
.）

尋

‐

の野扁との出会い一

高戸海岸のウミウや花貢ダムのオ

シドリなど、野鳥との出会いに参加

してみませんか。

■とき 12月17日(F1)*小雨決行

午前9時～午後2時

※午前8時45分､市役所集合

■ところ高戸海岸～花貫川河口～

花貫ダム～花貫ふるさと自

然公園センター

■参加費無料

■持参品昼食。双眼鏡などがあれ

ば持参してください。

■指導者日本野鳥の会会員

■交通市役所バスを利用

■申込み 12月15日(金)までに、電

話で申し込んでください。

●問合せ･申込み先秘書課内線252

声一一一－一

見
慣
れ
た
野
鳥
で
も
、
き
っ
と
違
っ
た

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
↑

ｌ
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

探
烏
会
で
お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

ひろじ

菊地一六二さん(春日町）
市内で飲食店を営むかたわ ら、

には野鳥の撮影に取り組み、時

12時間以上も待つことがありま

す。命報9月号の裏表紙に載っ

たスズメは、 フィルムを86本も

使つだみちの1枚。愛情と根気
、 、 ； ”

で野鳥を見学うています。
つ

8：



どうして混ぜるの？
’埋め立茜霞終処分場をもたせるため手作業轌遥めています

こ
こ
は
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出
た

『
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
』
を
埋
め
立
て
て
い

る
最
終
処
分
場
で
す
。

何
の
作
業
を
し
て
い
る
の
か
っ
て
？

燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
か
ら
、
資
源
ゴ
ミ
の
鉄

類
や
ス
チ
ー
ル
類
、
そ
し
て
燃
や
せ
る
ゴ

ミ
の
紙
類
を
取
り
出
し
て
い
る
ん
で
す
．

う
そ
で
し
よ
う
っ
て
？
う
そ
じ
ゃ
な
い

で
す
。
だ
れ
か
が
〃
私
く
ら
い
い
い
わ
〃

と
分
別
し
な
い
で
混
ぜ
て
し
ま
う
か
ら
、

こ
う
し
て
ゴ
ミ
の
中
か
ら
手
作
業
で
資
源

物
や
紙
類
を
取
り
出
し
て
い
る
ん
で
す
。

最
終
処
分
場
に
は
、
限
界
が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
施
設
が
で
き
る
ま
で
は
、
も
た
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
は
、
｜
日
約
一
六
ト

ン
回
収
さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
手
作
業

に
よ
り
紙
類
を
約
三
ト
ン
、
鉄
類
を
約
一

ト
ン
取
り
出
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
ゴ
ミ

を
よ
く
見
る
と
ビ
ー
ル
や
ジ
ュ
ー
ス
の
飲

み
終
え
た
ア
ル
ミ
缶
や
ス
チ
ー
ル
缶
の
多

い
こ
と
多
い
こ
と
。
こ
れ
ら
の
缶
を
手
作

業
で
取
り
出
す
の
は
無
理
で
す
し
、
今
の

作
業
が
限
界
で
す
。
も
っ
た
い
な
い
の
で

す
が
、
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
に
混
ぜ
て
出
さ

れ
た
こ
れ
ら
の
缶
は
、
土
に
埋
め
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ヒ
ド
イ
で
す
っ

て
？
そ
う
思
い
ま
す
。
ヒ
ド
イ
状
態
で

す
。
ど
う
し
て
混
ぜ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

な
ぜ
、
分
別
が
で
き
な
い
の
で
す
か
？

ー

▲北部衛生センター敷地内にある最終処分

場。各家庭から回収した燃やせないゴミ

が、 ここに埋められていきます。

4最終処分場では、ゴミの中からこのよう

にして鉄類や紙類などを5人の手で取り

出す作業が、毎日続けられています。

昭和60=度鶏鐵 ,Rqワ十LヮJUIL

燃やせないゴミが､10年でi.7倍に:／

-Fご口

’

二二二一呈一~一三-二一

平成6年度 4,243t

乏迦X題XをX鉦X瞳〉

ゴミにしない工夫や何度も使う方法など、

みなさんの知恵をお寄せください。その知

ゴミの減呈をみんなで惠を市報で紹介し

ましよう進め

秘書課広報広聴係へ窓23-2111内線252
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－小

4－
燃やせないゴミとし

て各家庭から回収し

震f申霧宮Z_ｾﾝ‘

にゴミの最終処燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
の
中
に
、
こ
ん
な
に
紙
類
や
鉄
類

が
混
ざ
っ
て
い
る
と
は
、
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
そ
の

ゴ
ミ
の
中
か
ら
紙
類
や
鉄
類
を
取
り
出
す
人
は
、
本
当

に
大
変
な
作
業
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ゴ
ミ
を
出

す
側
が
き
ち
ん
と
分
別
し
て
出
せ
ば
、
こ
ん
な
作
業
を

し
な
く
て
も
済
む
ん
で
す
。

市
で
は
、
ゴ
ミ
を
出
す
側
で
あ
る
市
民
に
、
も
っ
と

Ｐ
Ｒ
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
ゴ
ミ
の
最
終
処

分
場
に
立
っ
て
も
ら
い
、
使
い
捨
て
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
が
、
処
分
場
で
ど
ん
な
姿
に
な
っ
て
い
る
の
か
を

よ
く
見
て
も
ら
う
べ
き
で
す
。
埋
め
て
も
腐
る
こ
と
の

な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
、
使
い
捨
て
だ
け
の
機
能
し

か
持
た
せ
な
く
て
良
い
の
か
、
買
う
と
き
は
、
ゴ
ミ
に

な
っ
た
時
の
こ
と
も
考
え
る
べ
き
で
す
ね
。

首壷
市民 感

想分場を見てもらうべき
は
ワ

錨
蕊
鐡

は別のゴミなのです。
嘩
辮
蕊
》
識
一
》
、
灘
儀

、鉾

砿
溌
浄
遮 ルミ類）

、静撰

I篭§
鍵鍵

/燃やせないゴ
73％

|! ,,,ﾚﾐ詮辮ｽ¥
II I412%も含まれ

隙蹴
I立てています。

、
『
、

市政モニターの大谷久さん

(高萩)が､北部衛生センター

に運ばれてくる燃やせない

ゴミの状況を見学しました。

一ル缶

ていま

せない

に埋め 1
や－△

・年末年始のゴミの収集。

ナベやお菓子の

ど、鉄類やアル

を取り出し資源

に回します。資

価格はないので

1日約1 トン分

め立てていては

終処分場はすぐ

っぱいになって

いますので、手

で取り出してい

●ゴミの収集

12月は、収集カレンダーどおり3()日(土)まで

収集します。年末は、大量にゴミが出ますので、

一度に出さずに数回に分けて出してください。

1月は、 4日(木)から収集します。

●自己搬入のゴミの受け付け

12月24日は日曜日ですが、平常どおり受け付

けますので、午前8時30分から午後4時までに

搬入してください。

また、 12月28日(木)から30日(土)の3日間も、

平常どおり午前8時30分から午後4時まで受け

付けます。 1月は4日（木）から受け付けます。

◆持ち込む時の注意

．込み合いますので、すぐに降ろせるように、

可燃物、不燃物、資源物、粗大ゴミの4種類

に分けて積み込んできてください。分け方は、

ゴミの分別カレンダーを見てください。

・タイヤや廃油、大量の廃プラスチックなどの

産業廃棄物は、受け付け出来ません。

ノートや雑誌、

子の箱、新聞紙

告など1日約3

の紙類が混ぜて

れています。こ

ら取り出した新

は、資源になり

ん。ぬれたり汚

りしてしまいま

ら。

－

▼手作業後は、土とともに埋めるだけ。安く

て丈夫なプラスチックや発泡スチロール製

品は、生活の隅々で活用されています。で

も、ゴミになるとその処理の困難なこと。

丈夫なだけあって、土の中ではいつまでも

生きています。簡単に買い換えることなく

上手なくらしをしてください。

口
1

◎北部衛生センター公23-6886◎

－

つ〆

ルのトレーは、きれいに洗って

らのお店にお持ちください。再

スチック製品の原料になります。

サンユーストアー

（秋山店、手綱店、高浜店）
ユーマート

イトーヨーカドー高萩店

Aコープ高萩店

高萩サティ 鶴
し
て
い
ま
す
か
？
ｌ
裂

口

5



永年の功績をたたえます
鍵ほうしよう第22回市民表彰・褒賞

雨擬塞彰

昭
和
五
○
年
か
ら
市
建
設
協
力
会
役

員
と
し
て
一
○
年
間
、
ま
た
茨
城
県

建
設
業
協
会
高
萩
支
部
理
事
と
し
て

一
二
年
間
務
め
、
建
設
業
の
発
展
と

後
継
者
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

山
川
武
藏
さ
ん
帽
他
椎
は
。

た
け
そ
う

嘩
》

◎

・
大
和
町
・
函
奉
罐
馳
鄙

だ
い
じ

神
代
大
司
さ
ん
塞
杢
吐
幅
誠

昭
和
四
八
年
か
ら
高
萩
市
商
工
会
理

事
と
し
て
一
八
年
間
務
め
、
商
工
会

の
発
展
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
商

工
業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

＃

識

…

ー

北
畠

沼
田
一
郎
さ
ん
毒
獅
罐
輌
部

昭
和
五
四
年
か
ら
北
方
地
区
常
設
補

助
員
と
常
設
委
員
を
各
八
年
間
に
わ

た
り
務
め
ら
れ
、
農
業
行
政
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
五
年
か
ら
高
萩
市
体
育
協
会

副
会
長
と
し
て
一
六
年
間
、
昭
和
六

二
年
か
ら
同
会
長
と
し
て
現
在
に
わ

た
り
、
社
会
体
育
活
動
の
育
成
に
努

め
て
い
ま
す
。

: ,轟轟錐

熱 の
ぶ
お

暢
男
さ
ん

．
本
町
。

－－

F＝．

IE司

萩
鐺
羅
灘

恥

蕊
多
年
に
わ
た
り
歯
科
医
師
と
し
て
地

域
歯
科
医
療
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
る

と
と
も
に
、
幼
児
歯
科
健
診
に
従
事

し
、
住
民
の
保
健
衛
生
思
想
の
高
揚

に
努
め
て
い
ま
す
。

Ｏ

平
澤
ア
ヤ
さ
ん
輔
極
嘩
』
部

委
員
と
し
て
一
八
年
間
務
め
、
農
業

行
政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
る
と
と
も

に
、
そ
の
間
、
会
長
代
理
と
し
て
会

の
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

‐

昭
和
五
八
年
か
ら
石
滝
地
区
常
設
委

員
と
し
て
一
二
年
間
務
め
、
農
業
行

政
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

。
じ
よ
－
つ

花
貫
川
の
河
川
改
修
や
ほ
場
整
備

事
業
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

柴
田

の
お
、
思
れ

・
東
本
町
・
部
璋
鄙
起
電

ふ
み
こ

白
土
二
三
子
さ
ん
蓉
斗
帷
謎
雲

多
年
に
わ
た
り
医
師
と
し
て
地
域
医

療
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、

予
防
接
種
業
務
に
従
事
し
、
住
民
の

健
康
管
理
と
保
健
衛
生
思
想
の
高
揚

に
努
め
て
い
ま
す
。

茎墓屑

蕊：

鱒
と
よ
苫
ヱ
ヮ

豊
吉
さ
ん

・
石
滝

■I 融健

蕊役努 整備1ヨ誕瓜組…した。

藷灘霧鶏蕊？t i申
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癖

,篝鱸識瀧 識離

永年にわたり各分野で活躍され‘市政の発展に貢献されてき

たみなさんを表彰する第22回市民表彰・褒賞式が、 11月22日

(水)市役所で開かれました。大久保市長から市政功労者の10

人と3団体のみなさんに表彰状と記念品を贈り、その功績を

たたえました。受賞されたみなさんの功績とともに各活動

についての話を伺いましたので紹介します。

鍼
の
認 聯

蕊
鍋
翻
彩

噌用

§擬
蕊耀

昭
和
二
二
年
か
ら
消
防
団
員

と
し
て
三
九
年
に
わ
た
り
、

消
防
職
務
に
精
励
し
、
消
防

行
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
る

と
と
も
に
、
分
団
長
や
副
団

長
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

さん

山・

迅速

られ

林火

後と

ね。

灘

ーず

昭
和
五
三
年
か
ら
現
在
に
わ

た
り
市
の
体
育
指
導
委
員
と

し
て
協
力
す
る
と
と
も
に
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成
指

導
を
通
し
て
社
会
体
育
の
振

興
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

さだお

小田木貞夫さん

・安良川.

の勝敗は大事です

、世代を問わず身

親しめるスポーツ

しんでもらうごと

事と考えています

い思い出となっています。

紗で逢い熱
多
年
に
わ
た
り
、
『
交
通
安
全

は
家
庭
か
ら
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
交
通
安
全
思
想
の
普
及
啓

り
つ
し
よ
う

蒙
を
図
り
、
立
硝
活
動
や
各

種
行
事
に
参
加
し
て
交
通
事

故
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

罰
一
割
別
函
執
鋤
銅
刈
到

蕊
爵

一
一
沁
鎮
函
母
一
Ｆ
一
》
吋
母
》
三
毎
Ｆ

常陸太田市で開かれたグリーンふるさと

振興機構創設10周年記念式典において、

地域振興に活躍された19団体の功労者表
議
入彰式が11月4日(士)に行われ、高萩市で

は次の2団体が表彰されました。

＊希望の塔…光のページェント'94実

行委員会

＊グッド･フレンド･コミュニティリんかい

ブロック(高萩市､北茨城市､十王町）

なお、 5日(日)には10周年記念フェスティ

バルが開かれ、市内からは、竹細工の実

演をはじめ、 しいたけや味噌、ハム、お

こしなどの販売と観光PRを行いました。

､ー

グ
リ
Ⅸ
ン
ふ
る
さ
と
磁
興
機
構
理
事
長
表
彰

流のと業遣国

匡'際交流協会鯛忠謹
興高推を 、流
に揚進幅国の

造事業に取り組溌聰簾
年。国際交流のてり国市化 、
合わせて、交流い国際民交海
さらに広げていま際感活流外
と考えています。す交覚動事派

0

結
成
以
来
、
ふ
る
さ
と
高
萩

の
自
然
を
素
材
に
創
作
太
鼓

に
取
り
組
み
、
各
種
行
事
な

ど
に
参
加
協
力
し
、
本
市
の

文
化
の
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
。

鼓
ら
し
、
奏
す

太
え
長
え
演
ま

支
成
増
る
き

和

に
に
も
れ
い

大

者
で
員
ま
て

萩
力
ま
会
し
し

高
協
こ
。
親
け

高萩大和太鼓

協力者に支えら

こまでに成長し

◎会員も増
え、

親しまれる演奏

けしていきます。
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と･うお･め･で。
●●

諏 税
の
知
識
や
役
割
を
理
解
し
、

税
務
行
政
へ
の
信
頼
を
高
め
る

「
税
を
知
る
週
間
」
二
一
月

一
日
’
一
七
日
）
に
、
「
税
の

標
語
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
が

行
わ
れ
、
次
の
み
な
さ
ん
が
入

賞
し
ま
し
た
。

市
役
所
税
務
課
で
は
、
こ
の

入
選
作
品
を
翌
年
度
の
税
務
通

知
の
封
筒
に
印
刷
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。昏

ｊ
邸

蝋

注す
●
●

こ_〆=了-』豆 永い間の活動や顕著な業績が認めら

て受賞したみなさんです。ますますの

ご活躍を期待しています。
¥多＝卦､，

■
国
税
税
金

■
高
萩
市
長
賞

■
関
東
消
費

■
日
立
鈴
木
中
三
則
（
菊
地
律
子

■
日
立
大
高
中
一
子
（
豊
田
二
年

蟇
ら

税
金

口熱嬢睡驚
し
に
も
町
に
も
輝
く
あ
な
た
の
税

平
子
陽
一
（
高
萩
中
二
年
）

モ
ニ
タ
ー
賞

が
豊
か
な
未
来
を
切
り
拓
く

内
海
亜
希
子
（
秋
山
中
二
年
）

税
務
署
管
内
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

こ
》
う
じ

康
史
（
高
萩
中
一
年
）
、
川
村
章
子
（
秋
山

年
）
、
浅
沼
恵
美
（
秋
山
中
一
年
）
、
青
柳
宏

み
く

秋
山
中
二
年
）
、
宮
下
未
来
（
松
岡
中
一
年
）
、

理
恵
（
松
岡
中
二
年
）
［
作
文
の
部
］
山
口

（
日
立
女
子
高
一
年
）

税
務
署
長
賞

利
通
（
高
萩
中
一
年
）
、
蛭
田
精
也
（
秋
山

年
）
、
青
山
恵
理
（
松
岡
中
一
年
）
、
加
藤
浩

松
岡
中
一
年
）
、
宮
川
郁
美
（
松
岡
中
一
年
）
、

勝
（
松
岡
中
三
年
）
、
鈴
木
大
悟
（
君
田
中

）

［
敬
称
略
］

ゞ

信
越
国
税
局
長
賞
佳
作

税
一
円
玉
の
ス
ポ
ン
サ
ー

八
代
康
平
（
高
萩
中
三
年
）

は
み
ん
な
の
願
い
の
結
晶
体

長
久
保
悟
（
松
岡
中
三
年
）

続識グラフコンクールで
ー

鶉総裁賞を受賞！

統
計
意
識
の
普
及
や
表
現
技
術
の
向

上
を
め
ざ
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
県

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
で
松
岡
中
学

校
の
生
徒
の
作
品
が
県
知
事
賞
と
県
統

計
協
会
総
裁
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

県
知
事
賞
の
作
品
は
、
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
に
出
品
さ
れ
ま
す
。

鐸 優良納税鑑蓄組霊蕊裁麺鰯篭壱寒籔●
納
税
功
労
者
表
彰

●
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
表
彰

豊
田
宏
（
松
合
町

菊
池
徳
義
（
は
ま

上
）
、
寺
門
庄
一
二

栄
）
、
皆
神
利
男

（
秋
山
上
二
）
、

小
野
勇
次
（
赤
浜

一
中
）
、
佐
川
好

男
（
大
能
下
）
、

み
つ
ほ

大
部
満
穂
（
有
明

町
二
の
東
）
［
敬
称
略
］

谷
町

南
町
二
、
安
良
川
十
西
、
石
滝
上
台
、
秋
山
下
東
、

北
町
第
四
、
仲
６
、
上
町
上
、
中
町
下
、
下
町
二
、

下
和
野
、
豊
栄
第
二
、
石
河
原
第
二
西
組
、
原
田
、

前
山
、
安
良
川
６
西

「
身
近
で
多
発
す
る
拳
銃
犯
罪
」

福
谷
絵
美
さ
ん
（
二
年
・
写
真
左
）

と
鈴
木
理
恵
さ
ん
（
二
年
・
写
真
右
）

の
作
品
。

ｌ
「
銃
に
よ
る
犯
罪
が
多
い
の
で
関
心

を
持
ち
ま
し
た
。
全
体
の
色
合
い
の
（

●
県
知
事
賞

▲県知事賞に

輝いた作品
二二

二
、
上
野
栄
吉
（
大
和
四
）
、

（
は
ま
な
す
）
、
柴
田
房
男
（
台
高
萩

た
つ
ぞ
う

止
二
（
束
本
町
一
）
、
沼
野
辰
三
（
商

’
一一

＊
一一閏

W
、、

／

iニーー

）
は
納
税
貯
蓄
組
合
名

’
一
綴

「
男
は
仕
事

鈴
木
利
佳
さ
ん

写
真
右
）
と
関

子
さ
ん
（
二
年
．

真
中
央
）
、
山
川

（
二
年
・
写
真
左

！
「
こ
れ
ま
で
一

懸
命
や
っ
て
き
て

か
つ
た
で
す
」
と

ぶ
み
な
さ
ん
。

ラ
ン
ス
を
と
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
」

と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

●
県
統
計
協
会
総
裁
賞

露勤続及び優良従業員表彰

事業所に永く勤められたみなさんと優

の表彰が、市商工会の主催で行われま
ごと

年勤続では5年から35年までの5年毎

受賞し、市商工会長賞のほか、勤続年

市長賞や県商工労働部長賞が贈られま

た優良従業員では4人が受賞しました。
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ー〆

－国道461 号 市報保存版ができました！
」 灘「

花
舅
第
一
一
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
」
が
責
通

i

昨
年
の
一
一
月
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
た
花
罠
第
一
一
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
の

舅
通
式
が
、
｜
月
五
日
㈱
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
延
長
一
八
○

メ
ー
ト
ル
で
、
既
に
言
通
し
て
い
る
花
三

第
一
ト
ン
ネ
ル
に
つ
な
が
り
、
平
成
九
年

度
の
供
用
開
始
に
向
け
て
さ
ら
に
整
備
が

進
め
ら
れ
ま
す
。

市
報
の
前
身
で
あ
る
「
生

活
改
善
」
が
発
行
さ
れ
た
昭

和
三
○
年
九
月
か
ら
同
四
九

冊
に
ま
と
め
た
保
存
版
が
で

年

鱗
月
ま
で
の
市
報
を

経

弾

ー

､
！！ の

蝿蜂熈 I

一色… 軸

け
い
と
う
と
ん

茨
城
県
系
統
豚
供
給
セ
ン
タ
ー
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

養
豚
の
生
産
向
上
を
図
る
た
め
、
そ
の

た
れ
ぶ
た

蟇
礎
と
な
る
種
豚
供
給
の
拠
点
と
し
て
茨

城
県
系
統
豚
供
給
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、

｜
｜
月
七
日
㈹
に

開
所
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、

系
統
豚
を
十
分
な

防
疫
管
理
、
血
縁

管
理
に
よ
り
商
品

性
の
高
い
優
良
橦

豚
の
安
定
供
給
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

茨
城
大
学
名
誉
教
授
で
顕
著
な
活
動

続
け
て
い
る
山
崎
猛
さ
ん
が
、
秋
山

学
校
に
『
飛
翔
』
と
名
づ
け
ら
れ
た

ロ
ン
ズ
像
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
れ

、
同
校
の
新
校
舎
完
成
祝
い
と
し
て

ら
れ
た
も
の
で
、
｜
月
四
日
出
に

幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
校
は
山
崎
さ
ん
が
一
時
期
、
教
諭

し
て
い
た
思
い
出
の
学
校
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
縁
で
こ
れ
ま
で
に
も

山
崎
さ
ん
か
ら
ブ
ロ
ン
ズ
像
の
寄

贈
が
あ
り
、
今
回
の
「
飛
翔
」
で

七
作
品
に
な
り
ま
し
た
。

電卜電

蕊議
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|郵鍾物の雄移

妙

が
年
賀
状
で
す
。
今
で
こ
そ
国
民

的
行
事
と
な
っ
て
い
る
年
賀
状
で

す
が
、
こ
の
始
ま
り
は
明
治
三
二

年
の
「
年
賀
郵
便
特
別
取
扱
い
」

（
元
日
に
配
達
す
る
制
度
）
か
ら

で
、
間
も
な
く
一
○
○
年
を
迎
え
る

歴
史
的
に
も
古
い
行
事
で
す
。
子
ど

も
た
ち
が
郵
便
を
知
る
き
っ
か
け
と

な
っ
て
い
る
の
も
こ
の
年
賀
状
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
年
、

年
賀
状
は
約
三
九
億
一
千
万
枚
作
ら

れ
て
お
正
月
の
配
達
を
待
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
年
賀
状
に
限
ら
ず
郵
便
物
を

取
り
扱
っ
て
い
る
の
が
、
郵
便
局
で

す
。
市
内
に
は
普
通
局
が
一
つ
、
特

定
局
な
ど
が
六
つ
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
に
密
着

し
た
手
紙
の
集
配
の
ほ
か
各
種
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

…鍵溌蕊瓦
降局ら郵

達べと 七○度て戸のがい便
さる配ま倍年かい図国取あ物
れと達たに間らまｰ内り るの
る各さ 、増に平すの郵扱で取
手年れ差え普成 。と便つし扱
紙度るして通六昭お物たよい
のと手出い郵年和りの昭う量
多も紙すま便度五と推和かは
いにを手すはの○な移五 oど
こ配比紙 ･一二年つは○高の

う
す
ぐ
お
正
月
で
す
。
お
正

Ｊ
も
月
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

と
が
分
か
り
ま
す
。
平
成
六
年
度
に

取
り
扱
っ
た
手
紙
を
世
帯
（
平
成
七

年
三
月
三
一
日
現
在
）
の
割
合
で
み

る
と
、
一
世
帯
当
た
り
差
し
出
し
た

手
紙
が
一
八
○
通
、
逆
に
配
達
さ
れ
論

た
手
紙
で
は
三
二
七
通
と
な
り
、
各
箇

世
帯
で
は
二
日
に
一
通
の
手
紙
を
出

し
、
毎
日
一
通
近
い
手
紙
を
受
け
〔

と
っ
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

画

こ
の
差
し
出
す
手
紙
と
配
達
さ
れ
位

る
手
紙
の
差
は
、
年
々
拡
大
し
て
行
雫

く
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
近
胎便

年
盛
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
る
通
信
販
唖

売
や
各
種
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
蝿取

増
加
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
罰

一
方
、
小
包
の
取
り
扱
い
量
で
は
脾字

手
紙
と
は
違
っ
て
昭
和
六
○
年
度
以
噸

降
減
少
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
鄙

は
、
民
間
の
宅
配
業
者
の
参
入
に
よ
日

っ
て
、
従
来
の
小
包
利
用
客
が
減
少
画

し
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で
は
な
い
か
”

と
思
わ
れ
ま
す
。

平
成
五
年
度
の
全
国
調
査
、
寸イ

で
は
、
年
間
の
国
内
郵
便
小
１
．
け

包
取
り
扱
い
量
四
億
個
に
対
に
暇

叫
卵
娠
噸
池
瞳
到
稚
剛
淵
飯
》

七
一
○
万
個
で
‘
三
倍
を
超
信
ら

えています。

狛
諏

雁 可〕

電
気
通
信
メ
デ
ィ
ア
が
浸

透
し
て
い
ま
す
が
、
た
ま
に

は
電
話
で
は
な
く
、
手
紙
で

近
況
を
伝
え
る
こ
と
も
忘
れ

な
い
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

ｰ､

／ 、

年賀状は12月25日(月)までに1
郵便局では12月15日(金)から年賀状の受け付

けを始めますが、元旦に届けるためにば､12

月25日(月)までに出していただくことが必要で
“ “ 、､ ､i

･す。また出す場合には‘｢高萩市｣､ 「茨城県｣;補
； 、 、 ；

「その他の都道府県」の3方面に分けて《 ofそ

れぞれ束ねてください。

今年も、 12月15日から25日の間に年賀状を

出していただいたみなさんの中から、応募券

により抽選（平成8年1月中旬ごろ）で『ず

わいガニ』、 『新巻鮭」などふるさと小包を1

点プレゼントします。●高萩郵便局壷22-2100
、 ノ

報唖

郵
便
物
取
り
扱
い
昌
一
皇
の
推
移

（
資
料
高
萩
郵
便
局
）

数
、
一

刻
↓
の
減
６
５
４
３
２
１

己引き受け数 ．国配達数

警)小包の取り扱い室(単位:個）
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この．

料館に

生活用

介して

き
ま
す
が
、
周
り
の
部
分
が
瓦
と
同
じ
よ

う
な
材
料
で
で
き
て
い
る
た
め
で
す
。
炭

を
入
れ
る
部
分
と
そ
れ
を
取
り
囲
む
部
分

と
に
分
か
れ
、
上
部
は
保
温
性
を
考
え
て

空
洞
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
ん
か
と
同
じ
よ
う
に
布
団
の
中
に
入

れ
る
物
で
湯
た
ん
ぽ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
小
さ
い
子
ど
も
の
た
め
に
使
っ
て
い

ま
し
た
。

昭
和
三
○
年
代
の
後
半
に
な
っ
て
、
石

油
ス
ト
ー
ブ
や
電
気
こ
た
つ
が
一
般
の
家

庭
で
も
普
及
し
は
じ
め
た
こ
ろ
に
は
、
こ

日
課
に
な
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

持
っ
て
み
る
と
以
外
と
重
い
の
に
気
づ

の
あ
ん
か
も
使

わ
な
く
な
り
ま

し
た
。
今
は
、

家
庭
電
化
製
品

が
い
ろ
い
ろ
そ

ろ
っ
て
い
て
本

当
に
楽
に
な
り

ま
し
た
ね
。

f

厳 ＃ 思い出を話す木内さん。 14塗直塑 10



１
８
７
９
年
・
明
治
吃
年
…
新
国
道
（
三
等
国
道
）
開
通
。
当
時
は
、
国
道
宮

城
県
街
道
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
明
治
別
年
代
に
国
道
陸
前
浜
街
道
と

名
称
が
変
更
さ
れ
た
。

１
９
６
０
年
・
昭
和
弱
年
…
高
萩
陸
橋
が
完
成
す
る
。

１
９
７
６
年
・
昭
和
別
年
．
：
花
貫
衛
生
セ
ン
タ
ー
し
尿
処
理
施
設
が
完
成
す
る

１
９
８
３
年
・
昭
和
認
年
：
．
図
書
館
と
歴
史
民
俗
資
料
館
が
完
成
す
る
。

１
９
９
０
年
・
平
成
２
年
：
・
松
岡
地
区
公
民
館
が
完
成
す
る
。

筆 趾盟憂紬＃ I鍵糖均韓 途蕊蕊驚溌羅蕊

御通
ｆ
Ｊ
ｉ
ｙ
１
こ
…
こ
ん
藻
こ
と
；
禄
任
一

ふ
り
返
る

日立、高萩、北茨城、十王の4

市町による「災害時における相互

応援協定」の調印式が日立市役所

で行われました。これは阪神大震

災を教訓に、海と山に挟まれた4

市町の地理的条件が似ていること

から、災害時には相互に積極的な

応援体制を行うもので、県内の市

町村がこの種の協定を結ぶのは初

めてのことです。

リ

鰯
歴史民俗資料館で『教科書で見

る教育のあゆみ展」が開かれまし

た。これは江戸時代から昭和20年

代までの教科書を一堂に展示した

もので、古い木版刷りのものから、

戦時中の軍国主義が濃く表れた教

科書などのほか、市民のみなさん

から寄せられたノートやテストな

ど500点を超える教育資料が展示

されました。

～.

ま

‘､1咄、
、 h ,

ｌ
ど
ん
な
団
体
で
す
か
。

駅
前
の
「
希
望
の
塔
」
に
大

き
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作

る
た
め
に
で
き
た
組
織
で
、
い

ろ
い
ろ
な
職
種
の
人
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。

ｌ
始
め
た
き
っ
か
け
は
。

設
置
以
来
三
○
年
ほ
ど
経
っ

て
い
る
「
希
望
の
塔
」
は
ま
ち

の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
こ
の
塔
に

; I; ； I I

卜教室で基本的な滑りを学ぶI スケ

スケート教室がビーチガーデン

スケートリンクで開かれ、約100

人の小中学生が参加しました。初

めてスケート靴をはく参加者も多一
く、最初はリンク周辺の壁に体を

寄せていたり、 ころんでばかりい

た子どもたちも、練習日が重なる

につれて基本的な滑り方を習得し、

最終日には全員が氷の上を自由に

滑れるようになりました。

の
小
さ
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

で
「
希
望
の
塔
」
を
飾
り
ま
す
。

今
年
は
日
中
で
も
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
の
雰
囲
気
が
出
る
よ
う

な
企
画
を
考
え
て
い
ま
す
。

新
し
い
光
を
与
え
よ
う
と
し
て

始
め
ま
し
た
。

ｌ
今
年
は
ど
ん
な
も
の
を
作
り

ま
す
か
。

昨
年
と
同
じ
よ
う
に
一
万
個

楓I家族そろっﾜボｰ”ﾃ日
第8回ふれあいスポーツフェ

スティバルがサンスポーツラン

ド高萩で開かれ、約500人が参

加しました。秋晴れに誘われる

ように家族連れの参加が多く、

ターゲットバードゴルフや輪投

げなど11種目の軽スポーツが会

場に用意され、老若男女が入り

交じって思い思いに一日を楽し

んでいました。

｜
嚥
眸
希
幸
韮
‐
陪
蛎
》
一
の
塔
…
光
の

I I



…
●市役所念23-2111 （代）

・テレフォンサービス

念23－1151

壷23-1152

･驚譲 (第3期）
税務課内線205

●国民年金（12月分） 12月25日(月)までにお忘樒は
保険年金課内線232

◆
と
き
平
成
Ｂ
年
１
月
５
日

㈱
か
ら
Ｂ
日
出

◆
と
こ
ろ
福
島
県
耶
麻
郡
塩

原
村
桧
原
グ
ラ
ン
デ
コ

ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト

◆
と
き
肥
月
Ⅳ
日
卿

午
後
旧
時
釦
分
か
ら

◆
と
こ
ろ
文
化
会
館

◆
内
容

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
み

な
さ
ん
の
ま
す
ま
す
の
健
康
と

繁
栄
を
慶
び
合
う
賀
訶
交
換
会

を
開
き
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◆
と
き
平
成
Ｂ
年
１
月
Ｂ
日

側
午
前
Ⅱ
時
か
ら
。

◆
会
場
高
萩
ビ
ー
チ
ガ
ー
デ

親
子
ス
キ
ー
教
室

募
集
中

親
子
で
楽
し
む
▼
ス
キ
ー

第
９ 高
萩
市
体
育
協
会
創
立
如
周
年
記
念

会
場
は
▼
高
萩
ビ
ー

新
年
の
賀
詞
交
換
一

開
き
ま
す

回
高
萩
市
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
大
会
も
〉
同
日
開
催
で
す

式
典
を
開
き
ま
す

チ
ガ
ー
デ
ン
で
す

垂
を
１
月
Ｂ
日
㈲
に

◆
内
容
親
子
で
楽
し
む
ス
キ

ー
入
門

◆
対
象
親
と
子
（
小
学
生
以

上
）

◆
募
集
人
員
釦
組
岫
人
。
定

ン
の
エ
メ
ラ
ル
ド
ホ
ー
ル

◆
会
費
３
，
０
０
０
円
（
当

日
払
い
）

◆
申
込
方
法
官
製
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
職
業
、
勤

務
先
、
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
、
壺
畑
高
萩
市
本

町
１
１
１
０
０
市
長
公

室
秘
書
課
宛
て
に
お
送
り

く
だ
さ
い
・
電
話
で
も
ど

画ゴ 、
表
彰
式

，
記
念
講
演
会
お
そ

講
師
尾
曽
正
人
さ
ん
（
関

東
相
撲
連
盟
副
理
事

入
門
コ
ー
ス
で
す

の
参
加
者
を

貝
を
超
え
た
と
き
は
抽
選
。

◆
受
講
料
２
５
，
０
０
０
円

（
親
子
で
）

◆
申
込
先
受
講
料
を
添
え
て
、

肥
月
旧
日
陶
ま
で
に
市
民

体
育
館
へ
。

●
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
窓
調
１
１
１
コ
イ

●
市
民
体
育
館恋
調
’
三
ｓ
ｓ
三

長
）

演
題
『
武
双
山
、
生
い
立

ち
の
記
」

・
高
萩
大
和
太
鼓
の
演
奏

◆
入
場
料
無
料

●
教
育
委
員
会
内
高
萩
市
体

育
協
会
事
務
局

冠
闘
１
１
イ
ヨ
１

う
ぞ
。

◆
申
込
期
間
阻
月
Ⅱ
日
嗣
ま

で
。

●
秘
書
課
内
線
三
４
州

ー

▲昨年のようす

乳
幼
児
医
療
福
祉
制
度
⑬
は
、

１
歳
未
満
の
乳
児
の
入
院
費
や

外
来
診
療
費
を
無
料
に
、
そ
し

て
１
歳
以
上
３
歳
未
満
の
幼
児

の
入
院
費
を
無
料
に
し
て
、
乳

幼
児
の
健
全
な
成
長
を
応
援
す

る
制
度
で
す
。

限
限
度
額
が
大
幅
に
引
き
上
げ

ら
れ
、
平
成
Ｂ
年
１
月
１
日
か

ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。こ
の
た
め
、
現
在
、
所
得
制

限
に
よ
り
⑬
の
対
象
に
な
っ
て

い
な
い
人
で
も
、
今
回
の
改
正

に
よ
り
該
当
者
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
や
⑬

の
手
続
き
は
、
お
気
軽
に
保
険

「
小
学
生
人
権
書
道
優
秀
作

品
展
』
で
は
、
人
権
思
想
啓
発

の
た
め
の
人
権
を
テ
ー
マ
と
し

た
小
学
５
，
６
年
生
の
書
道
作

品
２
０
９
点
を
展
示
し
ま
す
。

市
内
か
ら
は
４
９
５
点
の
応
募

が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
優
秀
作

所
得
制
限
限
度
額
が
▼
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

市
内
か
ら
は
▼
加
点
展

１
歳
未
満
児
の
⑬
の
手
続
き
は

肥
月
酊
日
㈱
ま
で
で
す

今
回
、
こ
の
制
度
の
所
得
制

「
小
学
生
人
権
書
道

開
き
ま
す

年
金
課
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
該
当
す
る
乳
幼
児

◇
乳
児
…
平
成
７
年
１
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
１

歳
未
満
児

◇
幼
児
…
平
成
５
年
１
月
２

日
か
ら
平
成
７
年
１
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

１
歳
以
上
３
歳
未
満
児

◆
手
続
き

◇
乳
児
…
旧
月
旧
日
側
か
ら

旧
月
酊
日
㈱
ま
で
。

◇
幼
児
…
入
院
す
る
と
き
。

◆
持
参
す
る
も
の
健
康
保
険

証
、
母
子
手
帳
、
印
か
ん

●
保
険
年
金
課
内
線
三
コ
。

品
岫
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
と
き
吃
月
旧
日
㈹
か
ら
妬

日
㈲

◆
と
こ
ろ
ボ
ン
ベ
ル
タ
伊
勢

甚
日
立
店
（
市
民
ホ
ー
ル
）

●
市
民
課
内
線
三
三
１

示
さ
れ
ま
す

優
秀
作
品
展
』
を

12
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繁大北川に建設中の小山ダムの仮排水路

トンネル680メートルが貫通したため、

横川地区のみなさん約40人が参加して、

工事現場の見学会が開かれました。 11月

10日 （金）

グ

女18,047人

世帯数11 ,434世帯

ソ

、〈 〆

晨鰯篁溌露繍謝
一一

一

「
家
屋
を
取
り
壊
し
て
無
い

の
に
、
固
定
資
産
税
が
か
か
っ

て
い
る
」
…
な
ど
と
な
ら
な
い

よ
う
に
、
『
家
屋
の
滅
失
届
」

を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
人
は
、

税
務
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す

『
家
屋
の
滅
失
届
」
に
記
入
し

駅
前
で
、
移
動
献
血
車
に
よ

る
献
血
を
行
い
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

／

家
屋
を
壊
し
た
ら

そ
の
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う

届
け
出
は
▼
旧
月
盟
日
圃
ま
で
で
す

人
／
ｊ
な
～

女18,:022人（-25)／
世帯数11 ,447世帯（＋13）
～－－－－－－－一二一一参一

（ ）は10月との比較です。

ま
す
。ま
た
こ
の
日
は
、
日
ご
ろ
の

献
血
へ
の
ご
協
力
に
対
し
て
、

そ
の
感
謝
を
込
め
て
ボ
ー
ル
ペ

ン
や
風
船
な
ど
を
も
れ
な
く
差

し
あ
げ
ま
す
。
さ
ら
に
、
献
血

を
申
し
込
ま
れ
た
人
を
対
象
に

抽
選
会
も
開
き
ま
す
。

◆
と
き
平
成
Ｂ
年
１
月
５
日

勘
午
前
旧
時
か
ら
午
後

３
時
ま
で
。

◆
と
こ
ろ
イ
ト
ー
ョ
ー
ヵ
ド

ー
前
（
駅
前
）

●
保
健
セ
ン
タ
ー
冠
剖
’
三
１
三
勺

て
、
旧
月
配
日
陶
ま
で
に
税
務

課
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

届
け
出
を
し
な
い
と
、
そ
の
ま

ま
固
定
資
産
税
が
か
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

●
税
務
課
内
線
三
口
三

L三

蕊し｜ 根元に

◆
と
き
平
成
Ｂ
年
１
月
閉
日

旧

◆
開
会
式
市
民
体
育
館
前
で

午
前
９
時
か
ら

◆
コ
ー
ス
市
内
一
円

◆
対
象
市
内
に
居
住
、
ま
た

は
市
内
の
事
業
所
や
学
校

に
勤
務
、
通
学
し
て
い
る

工
業
統
計
調
査
は
、
「
工
業

の
国
勢
調
査
』
と
も
い
え
る
も

の
で
、
明
治
岨
年
か
ら
毎
年
肥

第
四
回
新
春
高
萩
市
民
マ
｜

参
加
者
を
募
集
中

健
脚
を
▼
競
っ
て
く
だ
さ
い

調
査
票
に
▼
記
入
し
て
く
だ
さ
い

旧
月
訓
日
は

スダジイ

工
業
に
関
す
る
統
計
調
査
の
日
で
す

モチの木を抱え、木の

■ 中段あたりにスケやｻｶｷなど
数種の宿り木を持つ秋山の棚谷和代

さん宅のスダジイ。高さ約30メートル、

幹回り約8メートルに成長し、門の左側

にその勇姿を見せています。 「代々、氏

神様の神木として奉ってきた木の根元は、

子どもたちの遊び場でした」と和代さん<

「嫁いで来た時、木の大きさにビックリ〔

この木に数匹のフクロウが来るんです。

同じ枝に一列に並び、ホーホーと鳴いて

は頭をクルッと回転させるのがかわいい

わ」と棚谷淑子さん。

“以前は、秋山の四椎、手綱の五椎と

ー

月
訓
日
現
在
で
調
査
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

今
年
も
み
な
さ
ん
の
事
業
所

人
。
こ
れ
以
外
の
人
は
、

オ
ー
プ
ン
参
加
と
し
て
認

め
ま
す
。

◆
種
目
２
ｍ
、
５
ｍ
、
旧
師

◆
参
加
料

・
一
般
、
親
子
、
オ
ー
プ
ン

…
１
‘
５
０
０
円

・
小
・
中
学
生
、
高
校
生

フ
ソ
ン
大
会
の

いわれ、巨木がそ

ちこちに見られ 蝉

た” と 『高萩の植

物』には記されて

います。この木と

茂木フミさん宅の

木は、秋山の四椎

です。数百年の歴

史を刻んできた古

木スダジイは、 こ

幽錨
れからも私たちを

見守り続けていく

ことでしょう。

に
、
県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た

調
査
員
が
、
調
査
票
の
記
入
の

お
願
い
に
伺
い
ま
す
。
年
末
年

始
の
お
忙
し
い
と
こ
ろ
お
手
数

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
調
査
票

に
記
入
し
て
提
出
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

●
庶
務
課
内
線
。
勺
已

．
…
．
．
…
５
０
０
円

◆
申
込
先
参
加
料
を
添
え
て
、

平
成
Ｂ
年
１
月
旧
日
㈱
ま

で
に
市
民
体
育
館
へ
。
た

だ
し
、
肥
月
躬
日
㈹
か
ら

平
成
Ｂ
年
１
月
５
日
勘
は

除
く
。

●
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
盆
閉
ｌ
刎
刎
ヨ
州

●
市
民
体
育
館窓
闘
’
三
ｓ
Ｓ
三

ﾐl

霧
攪

氏輔

…13

F成7年11月1日現在
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r★市役所盆23-2111★
●行政相談

12月14日耐と21日(洞午後l～3時

／市民相談室/鈴木清相談委員(下

手綱狂22-2095)秘書課内線251

●人権相談（敬称略）

北畠暢男…本町盃22-2851

鈴木廣美…上君田壷28-0103

原口咲子…春日町窓22-3286

大平喜美子…本町恋22-4128

岡野邦弘…上手綱窓23-2525

／市民課内線221

●交通事故相談

12月20日㈱午前10～午後3時／

市民相談室/生活環境課内線362

＊この日以外は中央交通事故相

談所へ｡平日午前9~午後4時30分

／水戸市柵町1丁目水戸合同庁舎

3階窓029-225-2803内線2370~1/

発表部門では、 23団体と個人2人がステ

ジに立ち、 自!|曼の歌や演奏を披露した

市民音楽祭。そして観賞部門では、ピア

ノやハーモニカの美しい調べが、会場い

つぱいに響いていました。 11月23日(木）

『
ふ
れ
あ
い
福
祉
の
作
品
展
」

は
、
障
害
の
あ
る
人
が
そ
の
不

自
由
を
克
服
し
、
能
力
の
向
上

を
目
指
し
て
制
作
し
た
作
品
を

展
示
し
て
、
広
く
み
な
さ
ん
に

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
を
機
会
に
障
害

の
あ
る
み
な
さ
ん
の
創
作
の
喜

市
で
は
、
成
人
を
迎
え
る
み

な
さ
ん
の
た
め
に
、
第
岨
回
成

人
式
を
開
き
ま
す
。

成
人
を
迎
え
ら
れ
る
み
な
さ

ん
に
は
、
直
接
は
が
き
で
通
知

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ふ
れ
あ
い
福
祉
の
作
品
展
に

出
品
し
ま
せ
ん
か

肥
月
即
日
㈱
ま
で
に
▼
お
持
ち
く
だ
さ
い

開
き
ま
す

成
人
▼
お
め
で
と
う

第
岨
回
成
人
式
を

ご
ざ
い
ま
す

ぴ
と
生
き
が
い
を
高
め
て
い
た

だ
き
、
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待

す
る
も
の
で
す
。

◆
と
き
平
成
Ｂ
年
２
月
１
日

㈱
か
ら
５
日
側

◆
と
こ
ろ
ボ
ン
ベ
ル
タ
伊
勢

甚
５
階
催
事
場
（
水
戸

市
泉
町
）

◆
資
格
県
内
に
居
住
し
、
心

市
の
出
身
者
で
帰
郷
し
て
い
圖

人
や
通
知
も
れ
の
あ
っ
た
み
な

さ
ん
も
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
と
き
平
成
Ｂ
年
１
月
旧
日

側
（
成
人
の
日
）

午
前
旧
時
か
ら
。

ｰ

弁護士相談は水曜日午後l~3時。

9蕃謙篤萩支店…160
毎月第2金曜日午前10～午後3時

▼昨年のようす

雨罪洞高萩市成人弍
茨城銀行高萩支店盆22-2028…

1月26日勘午前10～午後3時。

茨城ひたち農業協同組合高萩地区支店
園

身
に
障
害
の
あ
る
人
。

◆
出
品
作
品
絵
画
、
彫
刻
、

デ
ザ
イ
ン
、
書
道
、
写
真
、

陶
芸
、
手
芸
、
編
み
物
、

木
工
、
文
芸
な
ど
（
盆
栽

や
農
作
物
は
除
く
）
。
な

お
、
出
品
者
の
希
望
に
よ

り
即
売
を
行
い
ま
す
。

◆
応
募
期
限
旧
月
即
日
伽
ま

で
に
、
福
祉
事
務
所
へ
直

接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
福
祉
事
務
所
内
線
ヨ
ｓ
ａ

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
別

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
。

●
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

壷
閉
１
１
畑
ヨ
桐

恋22-3617…平日午前9~午後4時。

●司法書士相談

毎月第2水曜日午後1～5時/／

茨城司法書士会aO29-225-0111

●悪質商法相談aO29-227-7379

●茨城いのちの電話…24時間

sO298-55-1000

ー

◆戸籍手数料が表のようになります

戸
籍
謄
本
な
ど
の
交
付
手
数

料
金
は
、
国
の
戸
籍
手
数
料
令

で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
ど
こ
の

市
町
村
に
お
い
て
も
同
じ
額
の

手
数
料
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
㈲

し尿のくみ取りは◆◇◆
済みましたか？

戸
籍
謄
本
な
ど
の
交
付
手
数
料
金
が

１
月
か
ら
改
定
に
な
り
ま
す

交
付
手
数
料
金
は
五
戸
籍
手
数
料
令
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

申請内容 新手数料金額
●
市
民
課
内
線
三
三
州

1通 450円

1通 7501母
し尿のくみ取りは、早めに収集会社

に、直接申し込みください。今年のし 件
円
件
円

０
０

１
５
１
５

項
３
項
４

事
事
明
明
証
証

尿の収集は、 12月30日出までで、新年

は1月5日勘から開始します。

◆収集会社

篝灘簔 そ
の
戸
籍
手
数
料
令
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
戸
籍
謄
本
な
ど

の
交
付
手
数
料
金
が
、
平
成
Ｂ

年
１
月
１
日
か
ら
次
の
よ
う
に

改
定
に
な
り
ま
す
。

1通 350円

1月の休みは
1日(月)、 2日(火)、 3日㈱、

4日(洞、 7日旧)、 14日旧)、

15日(月)、 21日旧)、 28日(日）

穎忘 1通1,400円》
霞
唾

’
|龍峠…池'霄類伽|言詞件350円花員クリーンセンター窓22-4318

ll4

戸籍の謄・抄本、 または

録事項証明書

除籍の謄・抄本、または

録事項証明書

戸籍に記載した事項に関

る証明

除籍に記載した事項に関

る証明

届け出や申請の受理証明

または届け出書、その他

書類の記載事項の証明書
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識ダイナミックいばらき協会長賞を受
＝

…｢わたしたちにもできる環境づく り」

r★市役所盆23-2111★｜
●子ども(小・中学生）相談

教育委員会学校教育課丑23-1135

●健康・育児相談

毎週月曜日午前9～l1時／保健

センター窓24-2121

●なんでも食事相談

奇数月の第3月曜日午前10時～

午後3時／電話予約を。保健セ

ンター狂24-2121

●ことばの教室

高萩小学校盃23-4240

●心配ごと相談

毎週木曜日午後l～3時／市民セ

ンター/社会福祉協議会内線354

●家庭児童相談

毎週火曜日午後1～3時／市民

センター／福祉事務所内線352

●身体障害者相談員(敬称略）

椎名修…安良川恐24-1314

郡司寅松…上手綱盆23-0687

鈴木康彦…石滝a23-4316

●精神薄弱者相談員(敬称略）

沼田うた子…東本町狂22-3324

●補装具の巡回相談

12月22日(金)午前9～12時／高萩

市民センター／障害者手1帳と印

かんの用意を。福祉事務所内線

353

●精神保健相談（予約制）

1月10･17･24日の水曜日。午後

l～2時/日立保健所(日立市助

川町2-6-1580294-22-4188)

●少年の悩みごと相談

B029-231-0900

と題 した玉井さんの作文が、ダイナミ

ソクいばらき協会長賞に選ばオ/L, 11月

17日(金)に表彰されまし た。作文では、

｢風船を故意に空へ飛ばす人は、 動物

がそれを食べてれを食べて死んでしまうと分かつ

ますか。育とうとしているやわら

芽に、空き缶を投げる人は赤ちや

い
た
ぜ

て
か

んに重荷を乗せるのと 同じことだと気

来
年
の
４
月
か
ら
保
育
所
園

に
入
る
お
子
さ
ん
の
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
。
入
所
・
園
の
基

準
や
保
育
料
な
ど
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

◆
受
付
期
間
平
成
Ｂ
年
１
月

が付きませんか…』 と、 自然や動物へ

の思いやりの大切さを記していました

二
福
祉
事
務
所
に
▼
申
し

保
育
所
に
入
る

募
集
し
ま
す

麓職

〆鱗蝿ﾂｰ翌鋤､～
篭…ず雲亨挙脅"､<特別障害者手当＞ “"鐸睡“
身体や精神の障害が重度、 または重複してい

るなどのため、 日常生活で常に特別の介護を必

要とする20歳以上の人に支給されます。障害者

手帳などがなくても、寝たきりの高齢の人でも

該当することもあります｡

◆支給額月額26,230円

◆所得による支給制限

本人かその配偶者または扶養義務者の前年

の所得が、それぞれ一定額以上ある場合は、

支給停止になります。

◆対象とならない場合

・身体障害者福祉施設に入院しているとき。

・病院や診療所に継続して3か月を超えて入

院しているとき。

込
み
く
だ
さ
い

陥
日
㈹
か
ら
訓
日
伽
ま
で
㈲

土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
、

◆
受
付
場
所
社
会
福
祉
係
。

申
請
書
類
も
社
会
福
祉
係

で
交
付
し
ま
す
。

●
福
祉
事
務
所
内
線
ヨ
ｓ
Ｇ

お
子
さ
ん
を

ー

◆募集人員

〈障害児福祉手当＞ ，熟＃蕊

身体や精神に重い障害があるため、 日常生活

において常に介護を必要とする20歳未満の人に

支給されます。

◆支給額月額14,270円

◆所得による支給制限特別障害者手当と同じ。

◆対象とならない場合

・障害を支給事由とする年金などの給付を受

けることができるとき。

・児童福祉施設に入所しているとき。

下手綱825-3

安良川1,252-1
ｰ

垂塞雲蕊州菫
訓国際ボﾗﾝﾃｨｱ貯金とは､郵

便局の通常貯金の利子の20パーセ

ントを善意で寄付していただくも

のです｡'その寄付金はNGO(民；

間海外援助団体）を通じて、開発

途上地域の食糧や医療、教育など

各分野で役立てられています。

現在､ 1,700万人を超えるみな

さまの善意の寄付金が、世界6lか
い ・

国で活かされています。あなたも

“世界に広がる協力の輪”にご参

加ください。加入手続きなどは、

郵便局窓口か郵便貯金セールスマ

息
ンにお気軽にどうぞ。

＊高萩市内各郵便局

◆
と
き
肥
月
旧
日
田

午
前
９
時
加
分
か
ら

◆
と
こ
ろ
中
央
公
民
館

◆
受
講
料
無
料

◆
募
集
人
員
印
人

お
正
月
の
し
め
な
わ
作
り
に

参
加
く
だ
さ
い

受
講
料
は
▼
無
料
で
す

〈特別児童扶養手当＞ 灘霧;# 誠

次のいずれかに該当する20歳未満の障害児を

養育している保護者に支給されます。

・療育手帳の判定が、④、A、 B程度の精神

薄弱または同じ程度の精神障害がある人。

・身体障害の程度が、身体障害者手帳のおお

むねl～3級程度の人(内科的疾患を含む)。

◆支給額特児1級･･･月額50,350円

特児2級…月額33,530円

◆所得による支給制限

受給資格者やその配偶者または扶養義務者

の前年の所得が、それぞれ一定の額以上であ

る場合は、支給が停止されます。

◆対象とならない場合障害児福祉手当と同じ。

◆
申
込
み
旧
月
旧
日
囹
ま
で

に
電
話
で
中
央
公
民
館
へ
。

●
中
央
公
民
館丑
閉
１
句
１
三
ｓ|●福祉事務所内線356D|
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高萩保育所｜本町3-56 1 60人

秋山保育所

同仁東保育園

聖徳保育園

島名2,161-1

高浜町2-35

安良川271

60人

90人

60人

松ヶ丘保育園 60人
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継ぎ
坪戒7鐸虐後期危険物創職誉の
保安講習会

とネコの

映画ドラゴンボールZ、

臨識赫…
・大 人1 ,000円

・中学生以下 700円（当日各200円増）

◎12月17日(日)発売！

引き取りを休みます

12月27日㈱から平成8年

1月7日旧)までは、犬とネ

コの引き取りが休みになり

ます。

◆とき平成8年2月2日 （金）

◆時間・一般･･午前9時30分～午

後12時30分

・給油…午後1時30分～4

時30分 高萩市での犬とネコの引

りは、毎週水曜日に市

敷地内の第二庁舎の東

福祉事務所わき）で行

います。年末年始の水

である12月27日と平成

1月3日は、回収をし

んので協力をお願いし

○

活環境課内線362

城県動物指導センター

丑0296-72-1200

◆ところ Ⅲ立市多賀市民体育館

◆申請害高萩市・十王町事務組

合消防本部危険物担当にあ

ります。

◆受付日平成8年1月11日（木）

午前10時～午後4時

◆受付場所茨城県中小企業福祉

センター（日立市）

●高萩市・十王町事務組合消防本

部 窓22-2258内線22

き取

役所

側（

って

曜日

8年

ませ

ます

●生

●茨

…

鑿穀壹
剛夜の部午後6時開演

．S席5,000円

･A席4,500円（全席指定）

◎12月17日旧)発売！

＊昼の部（午後2時開演） ｛

尋謹
稗

發認
議蕊蕊

鴬

溌鰄
零
議

ー

ま、

高萩スタンプ会のみです
一

0

鰯ワケ､ｼ F0うお求めほ、
田所書店、仲屋書店、ヤマザキショ､ソプサカモ

ト ・高萩インター店、コミュニティストア上島名

ねもと．高浜やおけん．川上かねこ(十王) 、ピア
ノマート(磯原) 、 日立市民会館､高萩市文化会館

、

’
灘 I

1

○の数字は、掲載ページを示します。

灘は、市役所の休みの日です。

、

恥…謬幽y廷澤鰯懸
I咽DMSDAYMOMAY

L 荻型型4泳WEDMSD
7亀叙勲祝賀グミ蕊竺子

一（市民課の窓□

が午後7時まで）

」 皇

7鰹鵠勿碧壁二
作品展～25日⑫ ．ふれあい福祉‘

」

どり・市民サー

試日)響2婆伺
／頃･新年の賀
詞交換会の

申し込み締切り⑫

P

:

″繍鵬
年記念式典兼第9

園慧萩市体育協会ス

認ビ
スコーナー

。ふれあい福祉の作

品展の応募締め切り

⑭
』

27･市民ｻｰビｽ
コーナー

・ 1歳未満児の⑬の手

続き最終日⑫

犬とﾈｺの引き取り休み兜

27〃耒驫
の⑬の手続き

開始～27日⑫

』 P』

2『25 126
･御用納め

一
岬

PP

'偽塞〆究' ､ :

ま:
･戸籍の交騒義数

蓑

域碕認寧
撚み⑯

認
工業統計

査の臼⑬

1J風 ■齢一J巳＝

灘議鰯瀞 ‐

〃碧雪ニビ
．第21回新春高萩市

民マラソン大会の参

加者募集締め切り｡』

〃危麓
取扱者の保安

講習会受付日

⑯
』

'2 ミ簿簿Ⅱ〆f ""[

TTJJ〆
1JJ 了 f J

』‘笈ゴー 毒 』

ダ
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繰
蕊
テレクラから青少年を守る

思い切った対応策を

青少年相談員

大部保子さん（高浜町）

ある日の早朝、 自宅近くの電柱

を見てびっくりしました。前日、

東地区担当の相談員さんたちとテ

レクラの有害なポスターや看板を

一斉に撤去し、すっきりしたとこ

ろに、 またもやものすごい数のビ

ラがはられているではありません

か。腹立ちを覚えると同時に情け

ない思いでした。真夏の猛暑の日

や真冬の寒い中での撤去活動は、

莫大な労力を必要とします。

「青少年を刺激するポスターを

見て、気軽にダイヤルを回したら、

とんでもない被害を受けた」とい

う保護された少女たちの話を、研

修会で警察署のみなさんに聞かさ

れるたびに、やり切れない悲しい

思いがします。

数年前までは、シンナーに使っ

た袋や空き缶が、 まちのあちこち

に散乱していました。今は物が豊

かで驚くべき進展ですが、心とい

う大切なものが薄れています。家

庭のしつけや母親としての責任の

重さを改めて思うと同時に、子ど

もたちをあたたかな心で見守りな

がら、地道に活動していきたいと

思います。

有害なポスターなどに思い切っ

た対応策を検討しない限り、私た

ちの撤去活動も当分続きそうです。

その時代に沿った活動の大切さを

いまさらながらに感じています。

蕊
｜
毒
が
勢
垂
》
稚
津
毎
抵
串
認
鐸
鐸
詫
誹
蝿
蕊
蝉
認
押
蜘

門
司
港
と
経
由
し
、
南
に
向
か
っ
て
進
み
ま
し
た
。

門
司
港
を
出
て
一
一
日
後
、
右
前
方
に
島
影
が
浮
か

び
上
が
っ
た
時
は
「
島
だ
！
」
と
何
度
も
叫
ん
だ

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
上
陸
し
て
も
な

お
、
そ
の
島
が
何
と
い
う
島
な
の
か
は
わ
か
ら
ず
、

中
隊
長
の
「
南
方
に
行
く
予
定
だ
っ
た
が
、
敵
艦

隊
が
多
い
た
め
那
覇
に
上
陸
し
た
。
こ
こ
は
沖
縄

だ
」
と
い
う
言
葉
を
間
い
て
、
こ
の
島
が
沖
縄
で

あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

上
陸
し
て
間
も
な
く
三
○
機
余
り
の
敵
機
に
雲

わ
れ
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
日

本
で
唯
一
の
決
戦
場
と
し
て
そ
の
名
を
後
世
に
残

す
沖
縄
戦
開
始
の
姿
で
し
た
。

沖
縄
で
の
戦
い
は
雨
季
の
た
め
に
連
日
雨
が
続

く
中
、
海
と
空
か
ら
の
絶
え
間
な
い
攻
撃
が
続
き
、

地
上
に
い
る
私
た
ち
兵
隊
を
は
じ
め
住
民
は
、
ま

昭
和
一
九
年
、
私
が
乗
っ
た
満
州
の
港
を
で
る

ぷ
さ
ん

船
は
、
行
き
先
も
告
げ
ら
れ
な
い
ま
ま
釜
山
港
、

門
司
港
と
経
由
し
、
南
に
向
か
っ
て
進
み
ま
し
た

寄 稿’
わたし

の
戦後50年

I

I
1

’

I

さ
に
地
獄
の
苦
し
み
を
味
わ
い
ま
し
た
。
死
闘
に
ま
ぶ

次
ぐ
死
闘
の
沖
縄
戦
に
終
止
符
が
打
た
れ
る
摩
文

に仁
が
丘
の
攻
防
が
あ
っ
た
こ
ろ
、
海
か
ら
山
中
に

転
々
と
移
動
し
て
い
た
私
は
、
被
弾
し
て
生
死
を

さ
ま
よ
う
負
傷
を
受
け
ま
し
た
。
以
来
、
戦
後
五

ケ
月
間
の
闘
病
生
活
を
生
き
延
び
ら
れ
た
こ
と
は

今
さ
ら
な
が
ら
奇
跡
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
、
戦
後
五
○
年
を
迎
え
、
沖
縄
の
島
に
思
い

は

ほ
う
ふ
つ

を
馳
せ
る
時
、
幾
多
の
戦
友
の
顔
が
佑
佛
と
し
て

ま
ぶ
た瞼
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
改
め
て
永

久
の
平
和
を
誓

い
な
が
ら
、
こ

の
地
で
尊
い
命

を
捧
げ
た
戦
友

み
た
ま

の
御
霊
が
安
ら

か
な
ら
ん
こ
と

を
祈
り
ま
す
。
し
よ
う
い

（
高
萩
市
瘍
庚

軍
人
会
長
）

▼
沖
縄
に
あ
る

亡
き
戦
友
を
し

の
ぶ
塔
（
右
端

が
落
合
さ
ん
）
、

〆訟
Ｆ
郷
昌
蕊
ぽ
た
こ
え
津
繧
の
島
に
桑
て
海
ご
迩
〆
一
三
＆
鐸
．
団

一宇出設洋、、《

（、段段

Ｆ〉設

ざ缶出

千

晶
設
誤

呂
呂

呂

、

誤

Ｆ

、

》

段

段

蝉

Ｊ
今
日
捻
毒
か
え
る
織
霊
石
か
な
・
壱

，
室
丘
？
〃
・
・
＆

I

､－

高
萩
市
青
少
年
電
津
愛
鰯
燕
蛾
遜
無
趨
靴

’

■ 4='二 L

国墨星垂至
0

二

雲 二二二
三

I

龍1

I
、

お
か
あ
さ
ん
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
よ
！

第
３
号
被
保
険
者
の
特
例
届
出
っ
て

知
っ
て
る
？
‐
、

な
に
？
そ
れ

識;|：識;|： サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
、
第
３
号
被
保
険
者
の
特
例
届
け

は
済
み
ま
し
た
か
？

従
来
は
２
年
間
だ
け
さ
か
の
ぼ
っ
て

認
め
ら
れ
た
け
れ
ど
昭
和
印
年
４
月

隼
以
降
の
第
３
号
の
期
間
が
ぜ
－
ん
ぶ

認
め
ら
れ
る
の
ょ

ほ
ん
と
”

ー

「
ａ
劃

吟
④
ｒ
〃

ハ

灘||； I

＊社会福祉協議会へ

・鈴木鍵でさん(秋山･ 10,000円）
・大高哲さん（上手綱･200,000円）

・高萩市カラオケ望み会(30,000円）

・東京電力㈱高萩営業所(53,780円）

・ほ－らい16期会(10,000円）

・熊谷吉雄さん（石滝･ 100,000円）

・むつみ手芸クラブ(3,000円）

・ リサイクル・フリーマーケット実

行委員会(15,000円）

・柳生きみさん(下手綱･200,000円）

・㈱いわきヤクルト販売日立営業所

(43,440円）

－飼輌瘤う

． 、ヘ

ヘヘ
●

‘▽4

へヘ

●

一（

ご~君考登
メ

届
出
し
て
た
か
な
？
、

こ
れ
ま
で
第
３
号
の
届
出
を

忘
れ
た
り
遅
れ
た
り
し
た
人
を

救
う
制
度
な
の

４
Ｆ
、

’
息lFⅢ

肌
測
州
捌

}

寸

調
べ
な
き
ゃ

調
べ
な
き
ゃ

□ で
も
平
成
９
年
３
月
ま
で
の

特
例
届
出
だ
か
ら
急
い
で
確
認

し
た
ほ
う
が
…
も
し
も
し
？

お
か
あ
さ
ん
？

しで

?鰐
武1

で
の

へへへへ

④う
（

ー

◎ ｡■

癖巍'矛

三．卜

際噌再f､『 蕊鳴

司 』 義弱『汽吻
保険年金課窓23-21'’内線232
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落合政雄さん
（島名）



鍵鴛‘

蕊
驚蕊箪

一段柚二 ､､ 設 出 晃q 誤記 ] 叩L牡－－

鰯轄 題・・・・①
“

した。室内でのケームをはじめ、野外では

焼きそばや焼き鳥などの模擬店も作られ、

訪れたたくさんのみなさんといっしょに楽

しい－日を過ごしました｡ 11月3日 （金）

…高戸地区に住んでいる家族のみなさんが参加して、

高戸まつ.りが開かれました。これは高戸をよくする集
唖実行委員会の発足した昭和51年から､同委員会が主

膳じて狩っているもので､今回は第20回を迎えました。
金湯あ東吋､学校では、 4地区の老驚男女が参加して珊
底凋銃による競技が行われました。 ’1月3日(金) ‘■” ﾐ鳴 : ､‐塔

. ． ； ，､ ､鐸､
串 串 ､ fJ燕[噂

′ き,' 零､：

而圧諦
躍霜
Ｌ
＃
臣
儘
厚
貿
蔓
隆
喧
層
Ｆ
嵯
蘆
萱

蕊
ｒ
鳫
驚
薩
曹
警
嘆
筐
侵
恩
陽
陦
是
直
凹

’

I|一日消防長が防火運動に一役 「収穫の楽しさを味わってください」と、

若い農業後継者のグループ『高萩地区農業

研究クラブ連絡協議会』 (4Hクラブ）のみ

なさんが、 さつまいも掘りを開きました。

1,500平方メートルの畑のさつまいもは、

保育園などの子どもたちが収穫し、残りは

=言袋500円で一:-今般に開放されました。

高萩市・十王町事務組合消防本部では、火災予防運

動の一つとして和田有里子さんを一日消防長に任命し§

市内のホテルの立ち入り検査や防火パレードを行いま
、 ，; "

した。その後、駅前で婦人消防クラブや参加事業所の｡

みなさんとい．いに風船やﾁﾗｼを配布囚火謹jf
出さないよｲうに呼びかけました6 ､~”L・■、

一
＊
生
涯
学
習
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
す
べ
て
の
み
な
さ

〃
鼻
も
。
み
Ⅱ
日
夕
３
Ｆ
、
・
や
ロ
、
。
』
。
，
Ｐ
ｂ
じ
ふ
、
、
０
‐
Ｐ
Ｄ
二
十
Ｊ
、
■
夕
・
・
・
４
■
呵
出
一
・
口
『
１
１
〆
、
ｌ
』
局
こ
『
Ｊ
Ⅱ
、
叩
Ⅲ
ご
Ｉ
ロ
ノ
Ｐ
Ｐ
ｐ
Ｐ
ｐ
や
■
』
１
１
．

一一墨

｢不法投棄者が見つかり、

ゴミを持ち帰らせたのですね」

～

環境 9
,

への思いやり

Ｅ
に
Ｅ
Ｆ
Ｆ
三

く

料
た
を
え

ヘ
マ
，
フ
匂
浄
空

62
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■第19回珂北高等学校バレーボール大会

［とき : 11月3日圏･4日仕） ところ：市民体育館ほか］

口男子の部

優勝勝田工業高等学校(19年連続）

準優勝科学技術学園高等学校

第3位太田第一高等学校・勝田高等学校

口女子の部

優勝日立商業高等学校（2年連続3度目）

準優勝日立女子高等学校

第3位太田第二高等学校･ EI立第二高等学校

■第15回高萩市民総合体育大会兼第21回市民卓球大会
［とき ： 11月5日旧） ところ：市民体育館］

鱗誉
I|文化祭で活動の成果を発表
文化協会の主催する文化祭が文化会館と中央公民館

で開かれました。会場では同協会の会員による作品の

展示や発表があり、たくさんの参観者でにぎわいまし

た。また、中央公民館の庭では野だても開かれ、秋晴

れの中で茶会を楽しむ姿が見られました。

11月1日(水)～5日（日）

蕊:灘 :…ロダブルス搾獺 ‘ ・

子:；｡録．Tf毎;h"
緑下山田.泰野組｜苅込

ロシングルス

男 子女

野口光次阿内

国井潤一三猟ミ
木 §半而 当I△盾、

三瓶ミ

子

三瓶組優勝

準優勝
竺勾j工手

阿内･樫村組
に日ク● 苛万ITI雫娩口

ツエ 大森･高田組
△ ‐

’
■第15回高萩市民総合体育大会兼第47回市民ソフトテニス大会
[とき ： 11月12日旧） ところ：高浜運動広場テニスコート］

[学び
「「［

／

、

■
一

1

Ｌ
「
だ
れ
で
も
、
い
つ
で
も
、
し
か
も

ど
こ
で
で
も
自
主
的
に
楽
し
み
、
学
べ

る
」
こ
と
が
生
涯
学
習
の
要
件
だ
と
思
い

ま
す
。
「
一
芸
」
を
高
め
「
趣
味
」
を
更

に
ひ
ろ
げ
、
あ
る
い
は
個
人
の
「
研
究
」

を
更
に
深
め
る
こ
と
は
、
生
活
の
足
場
を

が
い

固
め
る
生
き
甲
斐
の
要
素
で
も
あ
り
、
こ

れ
か
ら
の
行
政
の
大
き
な
役
割
だ
と
思
い

ま
す
。
同
時
に
、
生
涯
学
習
の
今
日
的
役

割
の
根
幹
に
は
、
「
町
を
興
し
、
人
を
育

て
る
」
こ
と
も
大
き
な
課
題
に
な
る
べ
き

こ
と
で
、
こ
れ
を
抜
き
に
し
て
生
涯
学
習
は
語
れ
な
い
刎
ん
わ
な
け
れ
ば
本
物
に
な
ら
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

の
で
は
な
い
か
と
も
思
い
ま
す
。

巧
娘
高
萩
市
に
お
け
る
生
涯
学
習
は
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば

石
滝
の
国
道
六
号
に
面
す
る
Ｙ
字
路
の
花
壇
一
の
中
に
五
岬
か
り
で
す
が
、
こ
う
考
え
る
と
、
こ
の
先
に
は
夢
が
無

〃
そ
の
空
カ
ン
、
あ
な
た
の
庭
に
も
捨
て
ま
す
か
″
と
剖
礫
限
に
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

い
う
中
学
生
の
作
っ
た
標
語
が
立
っ
て
い
ま
す
。
ポ
イ
吋
勿
「
若
く
し
て
学
べ
ば
生
気
満
ち
、
老
い
て
学
べ
ば
朽
ち

捨
て
の
品
格
の
低
さ
、
資
源
の
無
駄
、
そ
し
て
環
境
の
凱
”
ず
」
を
地
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

悪
化
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
標
識
の
実
践
こ
そ
は
生
涯
学
祁
脈

ヨ

一

！:? ｡ # 〃 J ： 《松丘高篝掌凝払='=: :,!f; "f悪. ■
熱瞳関蕊濤篝学溌女裳談猿識議会漁蕊蔚！ 》

ま
す
。
あ
な
た
の
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
「
学
び
の
交
差
点
」
で
す
。

松丘高等学校陸上部の女子チームが、 11月19日 （日）に

ひたちなか市で行われた関東高等学校女子駅伝競走大会に、

市内の高等学校として初めて出場しました。

》勢
ﾉf／■■■■●

pざ』_温泉壬
F

h

嘘一一 一一

「
海
貝
源
ゴ
ミ
を
パ
ッ
カ
ー
車
で
つ
ぶ
し

て
回
収
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
分
別
を
呼

び
か
け
る
の
」
と
い
う
声
が
届
き
ま
し
た
（

北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
回
収
会
社
に

資
源
価
値
の
あ
る
ビ
ー
ル
ビ
ン
や
新
聞
は

ト
ラ
ッ
ク
で
運
ぶ
こ
と
を
指
導
し
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
見
た
な
ら
、
日

時
と
地
区
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ヒ
ロ

＋
小
の
葉
が
落
ち
て
寒
さ
が
一
段
と
厳
し

く
な
っ
て
く
る
と
、
元
気
を
出
す
の
が
冬

鳥
た
ち
で
す
。
縮
こ
ま
っ
た
人
間
に
「
元

気
を
出
せ
！
」
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
、
大

き
な
羽
を
広
げ
る
ハ
ク
チ
ョ
ウ
た
ち
。
そ

ん
な
姿
に
出
会
っ
た
ら
、
丸
く
な
っ
た
背

中
も
伸
び
そ
う
で
す
。
冬
鳥
た
ち
と
出
会

う
探
烏
会
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
茂

習
の
大
事
な
側
面
だ
と
思
う
の
で
す
。

老
人
や
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
へ
の
ち

ょ
っ
と
し
た
気
づ
か
い
、
公
共
施
設
に
対

す
る
い
た
わ
り
、
家
庭
ゴ
ミ
の
出
し
方
、

あ
る
い
は
洗
剤
の
使
用
ひ
と
つ
に
し
て
も

学
び
を
深
め
る
こ
と
で
行
動
が
変
わ
れ
ば
、

こ
れ
は
町
興
し
、
人
づ
く
り
の
面
で
の
生

涯
学
習
の
大
き
な
効
果
だ
と
も
思
う
の
で

す
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
生
涯
学
習
は

整
備
を
進
め
な
が
ら
、
同
時
に
実
践
も
伴

19

一般男子の部

一般好の部

中学男子の部

中学女子の部

L …『△ vノ ロ1J

優 勝

鈴木･田中組

宇野･長島組

'.[|口・原組

黒羽･久野組

11田･矢代組

準優勝 Ⅱ| 》 ・ 第3位； 上 ！ ”

国井･吉田組

荒木･佐藤組佐川･川崎組､藤原・山尾組

大沼･大森組｜高橋・ 小原組

木･鈴木組

木･寺門組

鈴木･渡辺組､皆I|| ,根本組

島田･熊谷組､丹波･渡辺組

菊地･大高組､沼野･長小組
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大北川上流（下君田）陸

似
陽
Ｆ
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繩
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■
発
行
／
平
成
七
年
一
二
月
五
日
■
編
集
／
茨
城
県
高
萩
市
役
所
市
長
公
室
秘
書
課
■
印
刷
／
藤
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印
刷
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ろ
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ど
・
り

癖
L三

蕊 ひろ じ

撮影：菊地一六二さん(舂日町）

雄のいちょう羽がとても目立ち

ます。国内に生息している烏の

中でも－番きれいですね。

■平成6年10月､花舅ダムで撮影

水面に美しい姿を
浮かべる

オシドリ

（冬鳥）
10月下旬、花貫ダム南岸の水

辺に、水面に浮かんだり、土手

や木の枝にとまるオシドリが見

られるようになります。その数

は100羽を越すことがあります

昼間はこのようにして休んで

いますが、本来は夜行性で、夕

方水面を龍ぴ立ち、近くの水田
や湿地で餌をとり、朝がた戻り

ます。餌は、特にドングリが大

好物です。

オシドリは夫婦仲が良く、一

生その関係を保っているように

篭
嚢

罐

ぶ
ゞ隆

十

争

鄙

玉
里 鱈

駅
前
通
り
（
春

葱蔚[1 '411
思われていますが、実は毎年新

しいペアをつくります。雄の美

しいいちよう羽もそのための衣

装です。 またヒナの面倒をみる

のは雌だけです。

美しい姿に鳴き声はなくても

良いのですが、群れでいるとき

クイッ、 クェッと鳴きます。あ

まり聞くことがありませんが、

こんな鳴き声を聞くのも楽しみ

のひとつになります。

文：矢吹勉さん（石滝）

日
町
）畦

一

街

ム
－〆

職

題 囹
工
諦
蕊
頚
鵡
哺
李

圖
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
各
ク

囿
ラ
ス
で
作
っ
た
一
二
枚
の
絵
を

ラ
ス
で
作
っ
た
一
二
枚
の
絵
を

1

1

1
、

口 1
飾
り
ま
し
た
。
こ
の
一
連
の
作

品
の
題
は
「
海
底
散
歩
」
。
魚

に
混
じ
っ
て
ド
ラ
エ
モ
ン
や
ウ

サ
ギ
な
ど
も
泳
ぐ
楽
し
い
海
底

の
よ
う
す
が
描
か
れ
て
い
て
、

夢
の
あ
る
絵
ば
か
り
で
す
。
こ

の
絵
は
、
来
年
九
月
ま
で
掲
げ

ら
れ
る
予
定
で
す
。

月

の日曜当番医です

〔壷)午前9時~午後

除幕式では4年生の熊坂聡美

さんが、 「クラス全員で作り

ました｣と作文を発表。
込

一署一
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7日

14日

21日

28日

立花医院｜東本町窓22-3512

宍戸医院安良川狂23-2318
十王医院｜十王町盆32-3266

飯島医院大和町念22-2235

内田医院大和町盃22-2137


